
 

 

 

 

 

 

 

 ＴｉｔａｎｉｕｍをＳｍａｒｔＬａｂで測定し 

ＣＴＲソフトウエアとＬａｂｏＴｅｘで解析 
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       Measure-Data¥Ti-CTR-LaboTex 



１．概容 

２．ＳｍａｒｔＬａｂ、受光スリット１０ｍｍのｒａｎｄｏｍデータ 

３．ＳｍａｒｔＬａｂによる配向があるＴｉｔａｎｉｕｍの測定データ（シュミレーション） 

４．ｒａｎｄｏｍデータからｄｅｆｏｃｕｓ補正用ファイルを作成 

５．配向試料の解析 

６．ＯＤＦ向けファイルの作成 

７．ＬａｂｏＴｅｘでデータ読み込み 

８．ＯＤＦ解析結果 

９．Ｅｒｒｏｒ（Ｒｐ％）計算（入力極点図と再計算極点図を比較） 

１０．逆極点図 

１１．ＬａｂｏＴｅｘの３指数をＣＴＲで４指数表示 

１２．結晶方位の定量 

１３．Ｔｉｔａｎｉｕｍのｒａｎｄｏｍ試料が用意できない時の対策 

１４．マトメ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概容 

 六方晶のＴｉｔａｎｉｕｍをＳｍａｒｔＬａｂで測定し、ＬａｂｏＴｅｘで VolumeFraction 計算を 

   行う手順（シュミレーション）を説明します。 

   測定はＣｕ管球を用いたリガクＳｍａｒｔＬａｂにαβアタッチメントを取り付けて極点測定を行う。 

   受光スリットは１０ｍｍとします。結晶粒径が大きい場合、γ揺動を行う。 

   光学系補正はＴｉｔａｎｉｕｍのｒａｎｄｏｍ試料を用いて行います。 

   しかし、入手出来ない場合、ＣＴＲパッケージの内臓ｄｅｆｃｏｕｓで補正を行う。 

   バックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行い、ＬａｂｏＴｅｘで解析を行います。 

   ＬａｂｏＴｅｘのＯＤＦは３指数表示(Miller Notation)であるが、ＣＴＲソフトウエアで 

   ４指数(Miller-Bravais Notation X-axis [10-10])を行います。 

      又，ＬａｂｏＴｅｘの逆極点図は、Ｐｌａｎｅ表示であるが、ＣＴＲソフトウエアで 

   ４指数の Plane<->Direction切り替えを行います。 

 

極点測定は、低角度側の反射３面を測定します。 

 

 

 

 



２．ＳｍａｒｔＬａｂ、受光スリット１０ｍｍのｒａｎｄｏｍデータ 

 ＣＴＲパッケージの DefocusCalcソフトウエアで計算 

  

  

    

 

 ＳｍａｒｔＬａｂはゴニオ半径が３００ｍｍと従来のゴニオ半径より大きく 

 更に、広い受光スリットも利用でき、ｄｅｆｏｃｕｓが改善されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ＳｍａｒｔＬａｂによる配向があるＴｉｔａｎｉｕｍの測定データ（シュミレーション） 

  

  

 β方向の最大、平均、最小、バックグランドをα方向にプロットすると、 

  

  

 

 以上のｒａｎｄｏｍデータと配向データから結晶方位の定量を行います。 

 

 



４．ｒａｎｄｏｍデータからｄｅｆｏｃｕｓ補正用ファイルを作成 

 ODFPoleFigure2ソフトウエアで random試料測定データを選択 

 

 

 バックグランドを除去指定して 計算を行う。（本データには、バックグランド登録なし） 

 計算後、バックグランドを削除したデータを選択すると、DEFOCUSファイルが作成される。 

 

 

 

以降、同一スリットを用いた測定データのｄｅｆｏｃｕｓ補正に defocusファイルとして使用可能 

 

若し、ｒａｎｄｏｍ試料が入手できない場合、内臓ｄｅｆｏｃｕｓを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．配向試料の解析 

 ファイルを選択 

  

 

 

バックグランド削除とｄｅｆｏｃｕｓ補正を指定して計算を行う。 

計算結果 

 

 

 

 

 

 



６．ＯＤＦ向けファイルの作成 

 

 

 Ｔｉｔａｎｉｕｍの格子定数を取得 

 

 

 

 ファイル名を指定して、ＥＰＦ Fｉｌｅ sａｖｅ 

 

作成されたファイルをＬａｂｏＴｅｘに入力 

 

 

 

 

 

 



７．ＬａｂｏＴｅｘでデータ読み込み 

 

ＯＤＦ解析結果の Rp% 

  

 

 Ｒｐ％は、ＯＤＦ入力極点図（ＰＦexp）と再計算極点図（ＰＦcalc）を比較 

  

 

 

 

 

 



８．ＯＤＦ解析結果 

  

 Ｘ軸を[210]としています。 

 を指定するとＸ軸は[100]に変えられます。 

 

９．Ｅｒｒｏｒ（Ｒｐ％）計算（入力極点図と再計算極点図を比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



α方向のプロファイルで比較すると 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正量が少ないと、右側（極点図の外周方向）がマイナスになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０．逆極点図 

 

ＬａｂｏＴｅｘでは、逆極点は 4指数のＰｌａｎｅで表示しています。（最大指数１５） 

逆極点の角度（β、φ）から整数化した指数の最大指数で、指数が異なります。 

しかし、マウス位置で角度を読み込むのは、マウス精度から難しい 

ＣＴＲソフトウエアでＮＤを表示 

 Plane      Direction 

  

逆極点（β、φ） ―＞指数変換（Plane,Directiuon） 

 



１１．ＬａｂｏＴｅｘの３指数をＣＴＲで４指数表示 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

 

ＣＴＲソフトウエア（Ｘ軸は、[10-10]に固定） 

  

マウスクリックした角度（＋）から整数化した結晶方位と再計算した Euler角度（○）を表示しています。 

  

 



方位解析 

  

 

ListDispで hkluvuwlistDisplayでプロファイル表示 

 

 

 

 

 

 



１２．結晶方位の定量 

 ｛１１４｝＜１－１０＞の VolumeFractionは３０％である。 

  

３指数＜－＞４指数 

  

 

 

 

 

 

 



VolumeFractionの Error 

左 ODF：入力極点図から計算した ODF図     右 ODF:VolumeFractionから計算した ODF図 

 

 

再計算極点図と VolumeFraction結果の再計算極点図を比較 

 

再計算極点図 

VolumeFractionから 

計算 

注意 

本資料では、結晶方位は１つで、 

それ以外はｒａｎｄｏｍなので、 

精度の高いＲｐ％になっています 



１３．Ｔｉｔａｎｉｕｍのｒａｎｄｏｍ試料が用意できない時の対策 

 Ｄｅｆｏｃｕｓ曲線は、材料に関係なく、光学系と測定２θ角度で決まります。 

Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆの計算式を利用し、ｒａｎｄｏｍ極点図を作成 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアによる測定２θと受光スリットによる直接計算 

の２方法がある。 

Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆの計算式を利用し、ｒａｎｄｏｍ極点図を作成 

 ODFPoleFigure2->ToolKit->DefocusCalc 

  

 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアによる測定２θと受光スリットによる直接計算 

 

  

    SmartLabを選択 

 

 

SmartLabを選択 



１４．マトメ 

 ＣＴＲパッケージソフトウエアは、ＸＲＤから、ＯＤＦ解析を行う場合、 

 測定データの同時処理、、組み込み defocus計算、Ｅｒｒｏｒ評価、など補助ソフトウエアとして 

 利用されています。 

 

 Ｅｒｒｏｒ評価では、 

 利用できるのは、入力極点図と再計算極点図の比較と 

 VolumeFraction（VF%）では、入力極点図から計算した ODFの再計算極点図と VF%から 

 計算した ODFの再計算極点図の比較です。 

 

 別資料、Ｃｕｂｉｃですが、「精密な極点測定とデータ処理」を参考にして下さい。 

   

 


